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序に かえて

本町における埋蔵文化財の発掘調査は，昭和49年度の宮ノ前遺跡発掘

調査報告書を第|号ど Lて，今回で第11号の報告書になりますが，この

他にも遺跡の発掘調査や確認識査等を行っており，報告書等も刊行され

ています。

今回の発掘調査は，安楽川流域に相当する樽野・平原地区の県営特殊

農地保全整備事業に伴う埋蔵文化財の確認調査を行ったもので，当該地

に山え保A.B.蔵園・中迫・西中畑・小迫の各周知の遺跡、が存在して

いることが確3忍きれました。

このように埋蔵文化財のイ呆護は， その数が膨大でや土地利用等ど密接な

関係にあり，最近における土地開発の急激な進展に対処するなどの適正

な保護が必要で，事前の分布調査や包蔵地調査，緊急発掘調査などが今

後，規模も数も増大していくこどが考えられるので，出土考古資料どど

もに記録・保存を適確に行い将来の学術研究等に支障のないよう，また

歴史的環境の保持，特に生きた過去の存在を示す埋蔵文化財の保護をは

かるこどが最も重要な課題のひどつであります。

今回の調査及び報告書刊行にあたり，調査員をはじめ指導者・作業協

力者及び協力をいただ、いた土地所有者，行政機関の方々に心から敬意を

表し深甚から謝意を申し上げます。また，この報告書が更に文化財の保

護ど学術研究などに広〈活用きれるようお原弘、申し上げます。

昭和61年 3月

志布志町教育委員会



伊i f -p 

I . 本報告書は，志布志町教育委員会が，国及び県の助

成を得て，昭和60年度に実施 Lた埋蔵文化財発掘調査

報告書である。

2. 発掘調査は，県営特殊農地保全整備事業(樽野・平

原地区)に伴う事前調査どして実施 Lた。

3. 本書の執筆は，中崎勝洋，井ノ上秀文，・米元史郎が

担当した。

4. 本書に用いたレベル数値は，海抜絶対高である。

5. 挿図番号は各遺跡を通じて一連番号どし，遺物は，

各遺跡ごどに番号を付した。
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第 I章調査の経過

第 1節閤査に至るまでの経過

鹿児島県は，曾於郡志布志町樽野・平原地区において，県営特殊農地保全整備事業(樽野・平

原地区)を計画 Lたところ，当該地域lこ山久保A遺跡，山久保B遺跡，蔵圏遺跡，中迫遺跡，西

中畑遺跡，小迫遺跡の周知の遺跡が所在 Lているこどが判明 Lた。

そこで鹿児島県農政部農地整備課(大隅耕地事務所)t;l:，鹿児島県教育委員会文化課，志布志町

教育委員会ど協議 L，埋蔵文化財の保護ど活用ど事業の調整を図るため，昭和60年度に，国友ぴ県

の助成を得て，志布志町教育委員会が調査主体者どなり，発掘調査を実施するこどどなった。

発掘調査及び調査報告書の作成を鹿児島県教育委員会文化課に依頼 L，昭和60年10月28日から

12月4日まで実施しその後整理，報告書作成作業を行った。

なお，事業区の関係てや遺跡名はよ記の6遺跡どした。

第2節調査の組織

調査主体者志布志町教育委員会

調査責任者志布志町教育委員会教 育 長 川之上俊一

。 社会教育課長 山角 利行

イシ 社会教育課長補佐 那方ロ野久 尾署

。 文化係 主査 由主地正日Z

ぞシ
。 主事 東迫光博

" 
。 主事 米元 史郎

調査担当者鹿児島県教育委員会文化課 文化財研究員 戸崎勝洋

。 主 事 井ノ上秀文

なお，調査企画において，県教育委員会文化課長桑原ー虞，同補佐坂口肇，向主幹中村丈夫同

主任文化財研究員向山勝貞，同管理係長寺園晃の各氏のほか，同管理イ系の指導，助言を得iた。

発掘調査中は，志布志町文化財保護審議会委員瀬戸口望氏の協力を得た。

出土遺物については，鹿児島県考古学会会長河口貞徳氏の指導，助言を得た。

第3節調査の経過と概要

発掘調査は，昭和60年10月28日から 12月4日まで実施した。その間の調査の経過ど概要につい

ては，日誌抄をもってかえる。

10 月 28 日(月)発掘調査開始。山久保 B遺跡 1~5 トレンチ設定し掘下げ。

10月29日(幻 1~5 トレンチ掘下げ。出土遺物なし。

10月30日制 1~5 トレンチ掘下げ完了。 6 ・ 7 トレンチ掘下げ， 1 ~3 トレンチ土層写真撮

影，蔵園遺跡|トレンチ設定，掘下げ。
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10月31日岡 山久保A遺跡、 1，2， 3トレンチ掘下げ， 3トレンチより縄文晩期土器出土。

11月|日(鉛 3・4トレンチ掘下げ。山久保B遺跡，土層断面実測。

11月5日(灼 山久保B遺跡6，7トレンチ掘下げ。山久保A遺跡 3，4トレンそ掘下げののち，

遺物実測。取上げ。

11月6日(桐 山久保A遺跡 3~5 トレンチ掘下げ完了。土層写真撮影及び土層断面実測。

11月7日(桐 山久保A遺跡6，7トレンチ掘下げ。中迫遺跡 1~3 トレンチ掘下げトレン

チより縄文晩期土器出土。山久保A遺跡土層断面実測。

11月8日(金) 山久保A遺跡 1~5 トレンチ掘下げ。

11月11日(月) 山久保A遺跡2~5 トレンチ完掘。 2 トレンチより土器片出土。

11月12日(刈 山え保A遺跡土管断面実測。

11月13日(ボ 山久保A遺跡土層断面実測。出土遺物実測ののち取上げ。

11月14日(桐 山え保A遺跡各トレンチ理戻し。

11月15日(金) 中迫遺跡 1，2トレンチ設定し掘下げ。西中畑遺跡 1，2トレンチ設定し掘下げ。

11月18日(月) 中迫遺跡，シラスまで、完掘。出土遺構，遺物な L。西中畑遺跡 1，2トレンチ完

掘。遺構，遺物なし。西中畑遺跡、3~6 トレンチ設定 L ，掘下げ。位置図平板測

量。 8トレンチ設定し掘下げたところ，赤ホヤ唇の下の唇に喋が出土。

11月19日(火) 西中畑遺跡8トレンチ拡張 L，蜘集散を確認。喋は挙大の角喋を|ケ所に40

数{固集めるほか，その周囲にも多数の磯が散在。

中迫遺跡及び西中畑遺跡土層断面実測。

11月20日附 西中畑遺跡3~6 トレンチ土層断面実測。

11 月 21 日(利西中畑遺跡5~7 トレンチ掘下げ。 8 卜レンチは再度拡張し範囲確認を急ぐ。

若干の土器片が出土。

11月22日(針 西中畑遺跡8トレンチ出土の土器，集石実測のの G各トレンチども埋戻 L。

11月25日(月) 蔵園遺跡|トレンチ拡張，小迫遺跡 1~3 トレンチ設定し掘下げ。 1 ， 2トレン

チより縄文晩期土器出土。

11月26日(火)小迫遺跡各トレンチ掘下げ。土器，石器出土。

11 月 27 日~j() 小迫遺跡4，5トレンチ設定掘下げ。遺物出土せず。

12月28日体) 小迫遺跡 1，2トレンチ掘下げ。 2トレンチ拡張。遺物実測ののち取上げ。

11月29日(鉛 小迫遺跡2トレンチ拡張部は遺物少なし、。土層断面実測。

12月2日(月) 小迫遺跡埋戻 L。

12月3日(刈発掘調査完了 理戻 L。

12月4日(制捜戻 L，用具等の収納。
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第E章遺跡の位置・環境および周辺遺跡

志布志町tj:鹿児島県の東端部で志布志湾の湾奥部に位置し海岸線で東西に約10知的陸部に

向かつて約24km，の，細長く延びる釣鐘形の形状をな Lている。北京から東側へは宮崎県都城市お

よび串間市ど接 L"T県境をなし北西から西側へは末吉町，松山町，有明町とそれぞれ接Lてい

る。

南面する海岸線は，ほ!~中央に位置する市街地を狭んで，西側は砂丘海岸が続くのに比べ，東

側は日南層群で構成きれる岩礁海岸どなっている。尚，市街地は比高40m程のシラス台地の海蝕

崖下に生じた吉期砂丘上に立地しこれは約 6，∞0年前の縄文海進の名残りど考えられる。

内陸部の地形は，北部から東部にかけての山岳地帯は，主に新生代古第三期の地層ど考えられ

ている日南層群よりなる南那珂山系の西端域どなり，これより西へ拡穿ら広大なシラス台地(曾

於丘陵地)には，この山系より派生する残丘状山地が北東より南西方向に，散発的lニ，次第に小

起伏どなって延びている。シラス台地は並行Lて南流する大小の河川の活発な侵蝕作用によってー

深い谷で分断きれ，きらに1その支流によ弓て樹枝状に拡がる谷頭侵蝕で細かく刻まれ，大小幾多

の狭長な台地を作り，谷底の低地どは急傾斜面や崖によって分けられている。町内を流れる河III

は西側に延長24kmの安楽川が，東側を延長15k1約前川がそれぞれ南流 Lており，他に，北東山間

部の四浦地区には大矢取川が宮崎県串間市を経て志布志湾へ注ぎ込んでいる。

このような地形のため，町内に分布する約 17例困所の埋蔵文化財遺跡の多くは，山積に付随す

るそれぞれの山麓台地よ，あるいはその辺縁者Fに立地 Lている。今回発掘対象どなった山久保A，

山久保B，蔵園，中迫，西中畑，小迫の各遺跡も，市街地よリ県道南之郷一志布志線を北へ約10

知的場所にある標高 237mの通称山久保山から，南西方向に標高 180mの高地に延びる山列ど，

この北側を平行して流れる安楽川どの聞に狭まれた，北西向のそれぞれ独立 Lた舌状台地ょに分

布している。きらにこれらの南西方向には次年度以降に発掘調査が予定きれている平原A，平原

B，上樽野，樽野，上原の各遺跡があり.，志布志町の中央部に位置するこの山並みの北西面山麓

台地上に連続Lて11箇所の遺跡が分布Lている。

このように山，平原，川，海ど，白然条f件牛に患まれているため志布志

地域に比較するど庄倒的に多、い3、。旧石器時代から古墳時代へど満遍な〈続〈が，なかでもJ志布志

の縄文時代は‘縄文銀座ミど称、きれるほど遺跡の多い地方である。

まず志布志地方の学史をみると，すでに戦前から瀬之ロ伝九郎，梅原、末治，島戸貞義，寺師見

国氏らの多くの調査研究があり，戦後は海老原行秀，鏡山 猛，小田富士雄，河口貞徳，諏訪日否

千代，上村俊雄.i酉匂義明，瀬戸ロ望氏等の諸先学の調査研究がある。特に瀬戸口氏は地元にあ

って諸先学の成果ど絶え間な叶踏査で，多くの縄文時代の論功を発表 Lている。ここではこれら

の成果について，いくつかの特筆すべき遺跡の概要を述べてみたい。

片野洞穴遺跡は町誌編きん事業の一環ど Lて昭和39年に発掘調査きれた水蝕洞穴遺跡で，前川
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の支流，中川内川が山間部からl中川内集落のある谷底平野にきしかかる部分にある。調査きれた

のは南壁画に沿った一帯で，入ロから，長き 6m幅3mのトレンチ掘りを Lた結果，土器は轟式，

曾畑式系，岩崎上層式，市来式，西平式及び弥生土器等が出土 L，石器は 3点と少ないが，敷石

住居遺構や配石遺構などが認められ，獣骨も多く，猪，鹿を主体に多種類がありツキノワグマの

骨やサメの歯等も出土している。獣骨製のかん::nや牙製の釣針はこの発掘の最大の成果どいえ

る。また貝類Ll:淡水産海水産9の割で相当量出土 Lた。東黒土田遺跡は前川上流の宮崎県境

に近い八郎ケ野の台地上にあり，昭和55年に発掘調査きれた結果， ~.量帯文土器数点，舟形石組遺

構，匙形石器等の出土があったほか，落葉性のクエルウスど思われる木の実の貯蔵穴が出土 L，

放射性炭素測定の結果，木の実ど Lては園内最古の 11300::!::130年の測定値が示きれている。鎌

石橋遺跡は前川中流域の，県道 111号線を立花迫集落で分岐し，鎌石集落へ通じる鎌石橋を渡り

きった右側一帯の河岸段丘上にある。昭和56年に発掘調査され，細石刃， *田石核，来IJ片石器，ナ

イフ形石器，石鍬，磨製・局部磨製石斧等の石器類や， ~量帯文土器，前平式，寒ノ神式，曾畑式

の各土器片の他，炉E品、，石組遺構等が検出された，特に隆帯文土器の出土は前述の東黒田遺跡、ど

共に県下てやも他にー仔11しかなし縄文時代早創期の究明に極めて重要な遺跡である。石踊遺跡、は

市街地より東へ 2km程の益倉集落へ通じる台地上にあり，才T製・磨製石斧，石鉱石匙，スクレ

ーパ一等の石器類多数ど，石坂式，吉田式，塞ノ神式，鼻式，曾畑式，岩崎式等のイ也，縄文時代

晩期に比定きれる赤色顔料による彩色の黒色研磨土器や，網目，席目等の組織痕文土器が出土 L

ている。野久足遺跡は前川のよ流約|伽の台地の鞍部にあり，昭和52・53年に発掘調査が行なわ

れ，奈IJ片石器，石鉱石匙，オT製・磨製石斧，有孔石製品等の石器類ど，撚糸文，轟式，春日式，

指宿式，市来式，黒川式，土師器，須恵器など土器が出土 Lたが，約 5，000点の出土遺物のうちそ

の8舎jは轟式土器てやこの土器形式の究明には極めて重要な好資料である。倉圏B遺跡は前川上流約

12kmの北岸台地上に位置し，昭和57・58年に発掘調査を行ない石鉱局部磨製石器等の石器類ど，

石坂式，吉田式，前平式の土器類のイ也，住居跡，土拡，集石，配石等の各遺構が多数検出きれた。

中て、も逮穴土拡10基ど，数千点の剥片石器の出土は今後縄文時代早期の解明に貴重な資料である。

柳井谷遺跡、Ll:志布志町中占柳井谷の盆地状地形内の山主主舌状台地上にあり，昭和58年発掘調査の結

果，打製石斧，小型ノミ状石斧，決状耳飾りなどの石器類の他，岩崎上・下層式，指宿式，市来

式，草野式，黒川式等の土器類があり，完形品も多く，また炭化した木の実も多量検出きれてい

る。中原、遺跡は志布志町安楽曲瀬の安楽川ど小瀬川に狭まれた舌状台地の先端に近い傾斜面にあ

り，昭和59年に発掘調査が実施された。石器は大型磨製石斧，小型ノミ状石斧等多数出土し，特

に 400個を超える石錘の出土は特筆される o 土器は縄文時代中期終末から後期初頭の遺物がほと

んどで，南福寺下層式や河高系の類似土器，磨消縄文，擬似縄文，指宿式等が多量に出土し，特

に磨消縄文系で，瀬戸内地方の福田KII式の完形に近い土器があったこどは之の時期の土器文化

の発達を考える上に重要な資料で、ある。他に 1，0001固を超える土製加工品のメンコの出土や，性

器や勾玉を模した軽石加工品，器面調整に使用したどみられる軽石製調整具等，貴重rな資料が多

"、。
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これら縄文遺跡の他，縄文・弥生土器類を共伴する複合遺跡、も数十箇所あり，古墳時代の遺跡、

どLては，高塚式ど Lて県内最古の五世紀中葉に比定きれる飯盛山古墳や，昭和58年に発見きれ，

町の指定文化財どなった小牧古墳|号墳などがある。

第|表周辺の主な遺跡一覧表

番号 遺跡名 所在 地 日寺 代 出 土 遺 守分 f肴 考

迫 田 之 浦 小 迫 縄文・弥生
土器(黒川式)石斧・石鍛・摩石 今回発掘(確認) I 
石錘 調査完了

2 山久保 B 。 山久保 縄文 土器 。

3 蔵 圏 イン 蔵圏 縄文 土器(黒川式)・石斧 ろシ

4 山スイ呆 A か 山久保 縄文 土器(阿高系・黒川式・入佐式) 。

5 中 迫 。 中迫 縄文 " 

6 西 中 戸田 。 西中畑 縄文 ろ〉

ワ 平 康、 A 内之倉平原、 弥生

8 平 房、 B 。 イ少 弥生

q 上 樽 野 ク 樽野 縄文 土器(指宿式)

10 樽 野 。 。 縄文
土器(市来式・夜臼系)・石斧
石耳且石鍛

11 上 原 。 上原 i弥生 土器(山ノロ式)

12 キ禽 之 ロ ク 橋之ロ 縄文 土器(入佐式) 鹿児島考古第6号

13 蓑 輪 ろ》 羨輪 縄文・弥生 土器(吉田式・山ノロ式)・石鍛
報告書(5) 

14 相P 相F 縄文・弥生
土器(石坂式・寺田克押型文 " 

"シ 撚，~、文) 住居跡・集石 (5 ) 

15 中 房、 安楽中原、 縄文
土器(指宿式・福田KII式) " 

石斧・石皿・軽石加工品 (9 ) 

土器(土師器・須恵器) 志布志町の埋蔵

16 小牧|号古墳 小牧 古墳 軽石加工品 文化財

17 飯 盛山 古墳 夏井牟田 古墳 壷形積輪・勾玉・小玉・え玉 之、布志町誌

18 夏井ケ浜 ろ， 前田 縄文
土器 (i~p領式・大石式

鹿児島考古第7号
三万四式)・石斧・石鍛石錘

19 j淵 枯小淵 縄文
土器(岩崎よ.下j畜式・指宿式 ろF 第5号
市来式・草野式)・石錘

一7-



番号 遺跡名 所在地 日寺 イミ 出 土 遺 キ勿 f肴 考

20 聖子 久 尾 枯野首 縄文 土器(撚糸文，轟式・春日式・指宿式)
志布志町理文調査

石斧・石鍬
報告書 (3)

21 石 E画 石踊 縄文
-土器(石坂式・寺田式・塞ノ神式 。

。
轟式・曾畑式・岩崎式) (4) 

22 山 ノ 上 ク 。 縄文 土器(石坂式・塞ノ神式)・石核 鹿児島考古第5号

23 村F 井 ;ロC$ 4ア 柳ノ下 縄文
土器(岩崎上，下層式 志布志町埋文調査

市来式・草野式・黒川式) 報告書 (6)

24 主兼 石 橋 ぞシ 前畑 縄文
土器(隆帯文・前平式・塞ノ神式

鹿児島考古第16号
曾畑式)・細石刃・細石核

25 出 ァド 内 之 倉 前 畑 縄文 土器(楕円押型文) ろ〉 第8号

26 上 出/ 7]( ろ少 東 原 縄文
土器(石坂式告田式)・石斧 。 第16号
磨石・住居跡

27 土 光 。 土光 縄文
土器(轟式・春日式・大平式 志布志町埋文調査
塞ノ神式)・石鍬・石皿， 報告書(10)

28 j武 穴 ろ少 風穴 縄文 土器(石坂式・塞ノ神式)・磨石・石皿 。 (10) 

29 片野洞穴 片野 縄文・弥生
土器(轟式・曾畑式・岩崎よ唇式

志布志町誌イシ

市来式・西平式)

30 十 文 て* " 十文字 縄文
土器(岩崎上i下層式 志布志町埋文調査

石鍛・石錘 報告書(5)

31 倉 園 B 。 倉園 縄文
土器(石坂式・告田式・前平式)

(7) " 
連穴土ま広司集石

32 倉 園 A 。 大原 縄文
土器(宕崎上J下層式・指宿式

ク

鐘ケ崎式)・石皿 ( 1ω 

33 池 野 。 i也聖子 縄文 土器(春日式)・石斧・石皿 イシ (8) 

34 井 手 平 " 井手平 縄文
土器(寺田式・前平式・塞ノ神式

" (8) 
平持式)・細石核

35 ノ¥郎ケ聖子 A 4 向原 縄文 土器(晩期)・石斧・石鍛場石 ク (8 ) 

36 八郎ケ野 B ク 大原、 縄文 土器(無文)・石斧・磨石・石鍛・石皿 。 (8 ) 

37 東黒土田 。東黒土田 縄文
土器(隆帯文・平株式・塞ノ神式) 鹿児島考古
木の実貯蔵穴 第14・15号
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第2図 山久保A遺跡位置図
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第3図 山久保A遺跡トレンチ配置図
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第1節嗣査の概要(第2，3園，図版1-3)

山久保A遺跡Li，志布志町の街よリ県道南之郷ぺ志布志線を北へ約 lowtった県道沿いの志布

志町大字国之浦字山久保に位置する q

このあたりは，志布志湾に流入する安楽川の中流域で，安楽川の左右には帯状の台地が開ける。

台地縁辺部は急峻な崖どなって安楽川に続き，基部は標高約 2∞m内外の山の裾都どなり，そ，

の問も小きな起伏どなる。

山久保A遺跡も，この台地の一部で

北，南，西は山に囲まれ，わずかに北

が開ロする袋状の台地基部であるc

しかも北へ関口する地形は，関口部 ー

へ向けて傾斜するために一見，谷頭状

を呈する。

このような地形であるため，入家は

山裾に配され，畑地は，高い部分を削

平 L，低地を埋めて一定のレベルとす

る段々畑である。

従って，一枚の畑地のうち高い部分

はシラス層まで背J)平，低い部分は表層

上に削平土が乗る状態である。

トレンチ設.定にあたっては，王見売主を

とどめる地点を任意に選定し ，2mx 

4mのトレンチを 6ケ所設定した。

ここでは，遺物が出土した。 1，5 

トレンチど 2，6トレンチについて言己 ー

述する。

第2節 1トレンチ(第4，6図
2，3) 

1.土層

土層は南北に傾斜L，東西には略水

平である。

I 唇は，現在の耕作土で辱さは IO~

20cmである。

H唇は，畑地を平担にした日寺の造成

土で40m前後の辱きである。

lトレンナ

138.却置

J41-4??一一1?赤ホヤ 小中、

. . . 
• ・

.
 

•. •• 
，
 

• • 

ι 
④ 

2トレンチ

I表土

E黒色腐植土(ややうすい)

N黄褐色火山灰
1訂，ωm

④ 

第4図 1， 2トレンチ土層断面・遺物出土分布図
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血管は， E!音黄褐色を呈するもので「御池」が噴出源どいわれる火山灰土層てや30cm前後の厚きで

堆積する。遺物はこの唇を主f本に;えの日唇まで。包含きれている。

町唇は，黄褐色火山灰土層 'i~p池」で，厚きは20clñ'"'50cmを計る。

V唇は，黄褐色パミスて二ブロック状に堆積する。

2. 遺物

出土遺物は皿/奮を主f本に出土し，lV唇1こはわず、かに出土する。

|は，暗茶褐;色を呈する厚手の土器て二ロ唇部は凸凹があり，ロ縁部には太い曲線文が描かれ

ている深鉢形の阿高式土器てゆある。 2も阿高式土器片て、、ある。

3~8 は，黒色研磨の浅鉢形土器である。このうち 3 にはロ縁部の内側Jこ横位の沈線が|条巡

らきれ， 5にはロ唇部にリボンが付く。縄文時代晩期の黒川式かあるいはそれに近、、型式で、あろ

う。 9~10 も研磨土器片てホある。 5 トレン千

11~13は，縄文時代晩期の組織痕土器

である。ロ縁部には粗い横イ立の条痕!そ

の下位に網自の組織痕を姥す。

第2節 2トレンチ(第4.ワ図，

図版3)

1.土層

I唇は20仰の厚きの耕作土。

H層，皿唇は黒色腐植土層で， II唇

は困層に比較してややうすい。厚きは

それぞれ80cm20cmを測る。

町唇は，黄褐色火山灰土層で60crr('-

QOcmを測る厚い堆積を示す。

V唇は，黒色粘質土層。

W唇は，黄褐|色パミス「サ、ソマ」で

10cm内外でフゃロ yク状に堆積する。

vll層は，暗茶褐色粘質土である。

2. 遺物

遺物は，皿唇下部に|点出土した。

16は，内fJ'lIJに殺を作ってタト反するロ縁

部泊、ら肩都で張る器形の深鉢形土器で

ある。色調は茶褐色を呈 L，器面に煤

14O，00m 

⑨ 
6卜レンチ

141，関m

I表 土

:II 造成

m黒色腐植土(やマ褐色)

lV黒色腐植土(やや粘質)

エ主亘己主--で一一~司 m__._--一一一許‘一一一ー一ーー一ー..h......_._.-一一'l1W-

刊黄褐色火山灰土 7

一一一干一一一一ーム一一
目黒褐色お~.:l:.一一一一一ー

が付着する。縄文時代晩期の入佐式lこ |⑧ 
近い形式であろう o

第5図 5，6トレンチ土層断面・遺物出土分布図
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5トレンチ(第5，ワ図，図版3)

層土

第3節

皿唇はやや褐色の黒色腐植土層で辱きは30側~40 cm I層， II唇は，耕作土で約40仰を測る。

N唇はやや粘質の黒色腐植土層で30伽 --'40仰の辱ぎてやある。

V唇は黒褐色土層， VI唇が黄博!¥色火山灰土層である。 V唇は 10C1lI前後ど薄い堆積をl示す。

羽唇は遺物が出土 Lた面で、止めたため唇辱については不明である。
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14 

16 

5cm 

Eコ
第7図 出土土器実測図(2)

2. 遺物

遺物は.V唇.VI唇に出土するが主体riVI唇て事ある。 14は太い曲線の凹l線文を施す，黄褐色の

土器. 15は，器面を研磨する薄手の黒褐色の土器子煤が付着する。 14は縄文時代中期. 15は縄文

時代晩期該当の土器であろう。

第4節 6トレンチ(第5図，図版2)

6トレンチは，本遺跡の北端で一段小高くなった地形のどころである。発掘調査の結果，土器

片|片を採集したのみである。土層は図示するごどく困層面まで一部は撹乱を受けている。

第5節 3， 4卜レンチ

両トレンチども本遺跡の西端に位置し，山裾の傾斜面である。出土遺物は皆無であった。

第6節 まとめ

山久保A遺跡、ri，調査の結果 1，2， 5トレンチ周辺を主体に縄文時代晩期の土器が，黄褐色

火山灰層を中叫に出土 L，若干他の土器も出土する。トレンチ調査の範囲では遺構は検出きれな

点、った。

なお遺跡、の範囲は，周辺の作物の関係で拡大するこどができず明確にはできないが，これらの

トレンチに隣接する西jJlIJで，山際までの範囲は遺跡の存在する可能性のあるどころであろう。

-14-



山久保 B遺跡





第8図山久保B遺跡位置図
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第 1節調査の概要(第8，9図，図版4-6)

山久保B遺跡は，安楽川の中流右岸に形成きれた帯状台地の一部で西面する。台地は，東より

西側へ傾斜 L，西端は急崖をへて安楽J11に続く，台地の南側には浅い谷状の窪地があるためわず

かに舌状を呈する。

4トレン千

6トレンチ

. -. 

E黄褐色火山灰土

I表土

この畑地も，斜面を削平 L一枚の畑どしたために，一部tJシ

ラス層まで達している所もある。

また，浅い谷状の窪地は，高所の土を搬

l31.50m入し平迫化を図っている。

このような地形のため， トレンチの設定

にあたっては，できるだけ現地形をどどめ

る場所を選ぴ， 8ケ所を設定 Lた。

第2節 1，4トレンチ{第10，12図，図版

4-6) 

1 .土層

基盤の入戸火砕流堆積物(シラス)まで

135，OOm W層を確認できる。

エ空ヒ斗十 I唇U:，耕作土である。

129，ωm 

E唇は黄褐色火山灰土 ri1!p池」て二詳細

に観察するど，色調により 3枚に区分で、き

るどころもある。辱きは 20cl1't"'"1 mを測り

一定でない。これは地形が窪地の場合，こ

こに流入 L堆積するこどに起因する結果で

あろう。

血唇は，赤ホヤ層てーある。所によっては

浸食を受けてブロック状どなる。辱きは30

C閣内外である。

町唇は，黒褐色粘質土で、，厚手きは40仰 P

60c閣を;s，Jj1) ，幾分西へ傾斜する。

V唇は，黄褐色パミス層て11「サ、ソマ」ど

呼ばれているものである。

VI唇は，暗茶宇，~，色粘質土である。

w層はシラス層ある。管序はE喜水平である

が，皿層以下は若干西へ傾斜 L，当時の地

金l形をうかがし当制こ…る

第10図 1，4，6トレンチ土層新函・遺物出土分布図
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2. 遺物

1， 4，友ぴ隣接する 2，3トレンチ

ども出土遺物は皆無であった。

第3節 6トレンチ(第10図，図版S)

6トレンチは台地の先端部に位置する。

現況は開墾により平担てーあるが，各土

管の縫積も辱く，窪地であったこどを

示Lている。

1 .土層

各層序は基本的に|トレンチ等ど同

様てボある。 V唇まて申は台地先端の北西

へ向けて傾斜が激 Lく， N層になると

層厚手も 80cm前後~Il手く堆積 L ，やや水

平どなり安定度を増 Lてくる。 N層か

ら上位は造成等により撹乱がはげい、。

I造成土

139，00皿 . . 
E黒色粘質土 _.-ーー一一一----'-

..--ー o 1 m 

_.-ー

， 

⑧ 

第11図 8トレンチ土層新面・遺物出土分布図
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2. 遺 物

遺物は， N層中位に土器片 3点が出土した，細片のため図化 L得ない。

第4節 8卜レンチ(第11，12図，図版6)

8トレンチは， 1~4及び 5 トレンチの北側で， J，見況て'tJ:平担であるため遺存度の良い所どし

てトレンチを設定 Lた。

1 .土層

I唇は，造成土， n唇は赤ホヤ唇， III唇(j:黒色粘質土どなれ fものトレンチでみるような，黄

褐色火山灰土等はすでに削平きれていた。

土層は，台地先端部の北西側へと傾斜する。

2. 遺物

遺物は，皿唇の黒色粘質土層中に 5点の土器片が出土した。

|は，器内外面どもに貝殻条痕文を筏す茶褐色を呈する土器である。 2は，ロ縁者Fが強〈外反

L，器面には縦イ立に撚糸文を施す。 3も2ど同様な土器で，撚糸文を縦イ立に施したのち，横イ立に

交叉する沈線を施す。 4もやはり撚糸文を施す土器片である o 色調はいず、れも茶褐色を呈する塞

之神Aa式の土器である。 5は器衝に貝殻圧痕文を観察できる土器片である。 6は，底部近くの

破片である。

第5節その他のトレンチ

以上記述 Lた以外に 2本のトレンチを設定 L，調査を行なったが，遺物は出土しなかった。

唇序も基本的に変化はない。

第6節まとめ

山久保A遺跡、tJ:，地形にも患、まれているため遺跡の可能性が強いど期待したどころであったが，

小谷状の地形を埋めて畑地どなした所であり，遺物もわずかに 8トレンチに出土 Lただけである。

Lかも， この畑地の東側はすでに南J]平きれて，遺物包含唇の困層が露呈 Lて、、る状態である。

-19-





蔵園遺跡





第13図蕨圏遺跡位置図
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第14図トレンチ配置図
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第 1節調査の概要(第13，14図，図版7~9)

蔵圏遺跡は，山久保B遺跡の西に隣接するもので，同一台地上に位置する。

南及び西側は，上ヒ高差約20mの急峻な崖どなり谷に続く。北側は安楽川をJ望む台地の先端部ど

なる北面する小台地である。細かくみるど， 5~6 トレンチ付近は北面し 3~4 トレンチ付近は

西面するま也形を呈 Lている。

本遺跡を含むこの地域も開墾が進み

南'J平きれた畑は段々畑どなる。

第2節 1卜レンチ(第15，18， 19図，

図版8，9) 

同一畑に 2ケ所のトレンチを設定し

掘下げた結果|卜レンチに遺物の出土

をみ，南側の2トレンチには遺物の出

土はなかった。

このため，遺物の拡がりを確認する

ため両トレンチをつなくず形で。幅|拙の

トレンチを設定した。

1 .土 層

I 唇は20c~30c怖を測る表土でおある o

H管は， 15c~30cmの辱きで堆積す

る黒色腐植土で西に傾斜する。

皿/蓄は，黄鵠p色火山灰土て。40cm前後

の厚手て*ある。

皿層以下については，遺物が出土し

た血管てや発掘を止めたため不明てやある。

2. 遺物

皿唇を主体に土器，石器が出土した。

1 ~5U:縄文時代晩期の土器て

2は，研磨きれた浅鉢形土器， 3， 4 

は席目圧痕文土器， 5は，ロ縁部がや

やタト反する粗製の変形土器てやある。 5

には煤が付着する。 8は安山患の磨製

石斧片， 9は砂岩の磨石残欠である。

H黄褐色火山灰土
1..1目，ωm

⑧ 

4トレンチ

1却，OOm

⑧ 

第16図 3，4トレンチ土層断面・遺物出土分布図
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第17図 5，7トレンチ土管新面図

q 
O 5佃

第18図 出土石器実測図

第19図 出土土器実測図
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第3節 3， 4トレンチ(第16，19図，図版8，9) 

3， 4トレンチは蔵圏遺跡の西端に位置する。

この辺は，西面する緩傾斜地で台地の先端部である。トレンチは同一畑に 2本設定した。

1 .土層

I唇は，表土， II唇は，黄褐色火山灰土層て+60cnr-'80仰の辱きを測リ西へ傾斜する。皿唇の

赤ホヤ唇は浸蝕を受けたためブロソク状を呈する。 N唇は，黒褐色粘質土で辱き70c慣を測る。

V唇は黄褐色パミスて。ある。 VI層は，暗茶褐色粘質土， vn唇はシラスどなる。

2. 遺物

遺物は， II層上面に出土する。基本的な唇序はこのE層上位に黒色腐植土が堆積するが

こでは，首IJ平きれて確認できな、、。この背1]平は皿唇にも及んでいるため，遺物は表土直下に出

土するこどになる。

出土遺物で図化できたものは 2点で イ也は細片ばかりであった。

6は黒色研磨の浅鉢形土器で黒川式該当であろう。 7は浅鉢ロ縁部てやある。

第4節 5，ワトレンチ(第17図，図版9)

5， 7トレンチはこの台地の最頂部に位置するため，土壌の流出が著 L<.残存する土層は

図示するようである。 5トレンチの表土下は，基本唇序て

てで+1は1この 2唇が背肖削1リlド三平Fきれたこどになる。

第5節その他のトレンチ

5， 6トレンチの北側にトレンチを設定 L掘り下げたどころ，表土下は直にシラス層であっ

た。

第6節まとめ

発掘調査の結果， トレンチに縄文時代晩期の包含層が畑の北側半分約9DDTTtに残存している

こどが確認できた。この地点以外は良好な遺跡が残存しているどころはなかった。

縄文時代晩期の唇は，耕作土直下どなり耕作や畑地造成のための破壊が著 L1;、。

-2fi-



中迫遺跡





第20図中迫遺跡位置図
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第1節調査の概要(第20，21図，図版10)

中迫遺跡は，安楽川の右岸にあり，西面する帯状台地である。台地は西へ向け緩やかに傾斜

して安楽川に達する。

トレンチは， J:見形を止めていると思われる地点2ケ所を選んで設定Lた。

第1節 1トレンチ(第22図，図版10)

1.土層

I 唇は，辱き 20獅~30棚を測る表土て'ある。

E唇は，黄褐色火山灰土で，東側で30畑地積 l，西側の傾斜面に行くに Lたがって辱くなり

60市、~I∞仰を測る。

皿層の赤ホヤ唇は，北側では良好な堆積を示すが， n唇同様西側になるど捜乱気味どなる。

この傾向LiN唇から羽唇にもいえるこどで， トレンチの西端でt;J:N層以下の層が混在する。

N層tl，黒色粘質土で，東側での60棚の堆積は西側では辱き 10cmの唇どなりかなり混乱する。

V唇は，黄褐色パミス，逸材 rサツマ」で10cm内外ど薄〈堆積する。

VI唇は，暗茶褐色粘質土で20cm.内外の堆積を示す。

2. 遺 物

遺物，遺構ども出土 Lなかった。

第2節 2トレンチ

!トレンチより約40m西側の傾斜面

に設定 Lた。唇序はトレンチど同

様で，遺構，遺物は出土 Lなかった。

第3節まとめ

中迫遺跡には， 2本のトレンチを設

定し確認を行ったが遺構，遺物は検

出きれなかった。

1トレンチ

土

第22図 lトレンチ土層新面図

トレンチ設定以外の地点は，より以上に削平きれた畑であるため，遺跡の存在する可能性はき

わめてうす、、ものどいえよう。
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西中畑遺跡





第23図 西中畑遺跡、位置図
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第 1節調査の概要(第23，24図，図版11~15)

西中畑遺跡、は，今回の調査区域て-tj:，最西端部に位置する。

台地は，南側が基部となり 北に面する舌状の小台地である。この台地は 5トレンチを最頂部

どL， 6トレンチは東面する。

調査は，南J]平の少ない畑地を選び設定した。 8トレンチでは，集石状の遺構を検出したのでこ

の卜レンチに限って拡張 Lて調査を行なった。

第2節 1， 3， 4， 5トレンチ(第25図，図版12，13) 

1 .土眉

|トレンチ

I唇は，耕作土， 4トレンチてやは畑地造成のため，王見表土下に造成土を狭んてや旧地表面を観察

畳二二j正三五

E黄褐色火山灰土

121 ，50m 

できる。

E唇は，黄褐色火山灰土，通称 rfifp)也」

ど呼ばれる唇でやある。唇厚は Io C11I'""""60cmど

場所によって堆積の差がみられる。

|トレンチてやは水平で、あるが，イ也のトレ

ンチで、は傾斜に添って堆積する。~-二:::-::=;ι一一一'0一一ーー 1 m 
_..Y!.~~褐色粘質土VIlシラス γ 

困層は赤ホヤ， N唇は黒色粘質土， V

唇は黄中島色パミス「サ、ソマJ ， VIJ膏は暗茶3トレンチ

5トレン千

O1  m 

120，50m 

褐色粘質土， vn層が基盤のシラス唇である。

これらの層も傾斜に添って堆積する。

2. 遺物

これらのトレンチからは遺物は全く出土

Lなかった。

第3節 8トレンチ(第26-祖国，図版14，

15) 

1 .土層

このトレンチの唇位U:，他のトレンチの

基本的層位ど一致する。

2. 遺構

N層中に，角夜空が散在 Lて検出きれたた

め拡張 Lて調査を進めた。

その結果， トレンチの西端に安山岩質の

角石集約401闘が集中 L，週辺にも挙大ほどの

120，50m 角磯が散在 Lていた。

。 1m
卜寸--，一「一「→

第25図 1， 3~5 土層新面図
-33-



e 

~ 

soI> () 。 G 

A 

B・晒

。

。 e
晶 s唖色 ' 

c- 喜路、 a 

o ~~ f)"'O-O 

J2・ 9岨.. 
G 
。

B 

自 e

‘p 

a 

Q 

⑧ 

D- -C B一

一一ιー~、一一 l田，30m

"" 

<;tO 

。
喧

"，G 。 .'" 4 "0 

‘，，- ‘ 
a 咽. 

九@ '" 
e 

。 • 目 司・。
E!l6dCl d 

@ 

e 

ー@

2 
'8 (1 。。

-A 

第26図 8トレンチ土層断面，遺構，遺物分布図

-34-

⑦ 

- 骨

均

q . 

三

122，oom 



第27図 出土土器実測図

2. 遺物

遺物も集石遺構同様，町層に出土 Lた。

1~5 ども茶褐色を呈する円筒形の土器で
118，OOm 

1~3 には貝殻圧衆文を施文する。

3 

--
' 

縄文時代早期の石坂式に近、、土器であろう 0

6U，砂岩質の叩石である。
第29図 9トレンチ土層新面図

第4節 9トレンチ(第四国)

qトレシチは，本遺跡南端部で，調査の結果遺構，遺物は出土しなか

った。土層は図示するように，黄褐色火山灰土はすでに削平きれて消滅

していた。

第5節その他のトレンチ

2， 6， 7トレンチども遺構，遺物の出土はなかった。

第6節まとめ

西中畑遺跡では， 9ヶ所のトレンチを設定 L調査を行なったどころ，8

トレンチのN層で，縄文早期該当どいわれる石坂式に近い円筒形土器ど

これに伴うど考えられる集石遺構を検出するこどができた。

ただ，今回の調査は確認調査のため，性格付け等については今後にま

たねばならない。

なお，集石を含む遺跡の範囲は 1，2トレンチでは，遺構，遺物ど

も皆無であり，東西は斉tl平&び谷どなるこじ迫ら，、8rレンチを中はど

Lた約 5，OOOmの範囲が推定きれる。

-35 

6 
o 5c盟
トー?一一「一「寸一→

第28図 出土石器実測図





小迫遺跡





第30図 小迫遺跡位置図
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第1節調査の概要(第30園， 31図，

図版16-21)

小迫遺跡は県道南之郷~走布志線が

山久保集落で大きくヨクープL，ゆるや

かな下リ坂どなリ小迫集落へ至る，集

落入ロの東側の道路より一段高い畑に

f立置している.。

遺跡の東側に位置する標高約200m 

の山塊は遺跡付近でややゆるやかな傾

斜どなり，遺跡を含むわずかな面積の

台地を形成 L，きらに西側へ延びて急崖

どなり，下を流れる安楽川へど速なる。

このような地形のため遺跡は段々畑

の中にあり，その中必ど考えられる地

点の標高は約126mである。

トレンチは比較的残リのよきそうな

地点を選んで2x4mの大きさで5ケ

所に設定した。ここでは遺物が出土 L

た 1-3トレンチについて記述する。

第2節 1トレンチ(第32，33， 37， 

国，図版17，20， 21) 

1.土層

土層はわずかに東西に傾斜 Lて，南

北はほぼ水平になっている。

I唇は現在の耕作土で約10-20棚の

辱きである。

E唇は大正3年に爆発Lた桜島の火

山灰ど考えられるもので灰白色である。

皿唇は淡黒色を呈しておリ，その辱

さは20-30cmである。

N唇は黒色土であリ， トレンチの西

側にはみられないが傾斜に従って辱く

なり西側では約20側である。

V唇は黄褐色を呈する火山灰であり，

「御池」がその噴出源どいわれるもの

lトレンチ

l昂，駒田

. . . . ・ . . . .. . . . s .. 
. . . 
z . . .・.・

⑧ 
. .. - . ・・ . .. -. ・.. ， .. . . 

2トレンチ

126，ωm 

. . . . .. ... . ， . . 
-‘，・、 ‘ :.. . . . . J- . . . . .・・.・. . .・. . ‘ •• • • •• • 

・
-..・. . -.. ・・. ⑧ 

.. . . . 
‘ 

-~ι主主百面倒
‘ 

⑨ 

第32図 1-3トレンチ土層断面図・遺物出土分布図

-39一



て。ある。 30~50cmの厚きて准積 L ている。

VI唇は日月黄褐l色の火山灰で「赤ホヤ」ど呼ばれる唇て。ある。

このうちN~刊唇に遺物が出土 L た。

2. 遺 物

遺物はV唇を中はにN唇からVI層にかけて出土した。

1， 2は研磨土器の浅鉢てかある。 1I!ロ縁部外面に沈線を巡ら L，内側に段を有するものであ

る。 2は内面に浅い沈線を巡らすものてゃある。胎土はいずれも比較的精製きれた粘土を使用 Lて

いるが， 1 I!わずかに石英，角閃石を含み， 2はわずかに長石を含んて、当る。焼成は良好で，色

調I!1 が淡黄褐色2 が褐色を呈している。 3~8 i!深鉢の破片て9ある。 5 はロ縁部に浅い沈線を

巡らしており，タト面には棒状のものによる刺突がみられるが内面まで貫通Lない。

6はタト面は条痕がみられるが，内面は条痕を施文後ナデにより消している。外面には煤の付着が

ひ
2
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みられる。ワはロ縁部直下に先端の鋭い細い棒状のものによる刺突達点文を施す。外面は条痕が

みられるが，内面は条痕をナデにより消 Lて整形 Lている。外面(;l:煤が付着 Lている。胎土に石

英，角閃石を含んでいる。焼成は良好で，色調は黄褐色を呈 Lている。 8は内外面ども条痕を施

文するが，外面はあらくナデ消している。内面は上部をナデ消 Lている。外面は煤が付着 Lてい

る。 9，10は底部の破片である。 10はは円盤はりつけのもので裾部が広がるもので岳る。胎土に

石英，車田E棄を含んでいる。

第37図36.-.....-39は!トレンチ出土の石器である。いずれも砂患を素材どするもので， 37が離石で

イ也は磨石である。磨石はいず、れも半分に割れている。

第3節 2トレンチ(第 2，34， 36， 37図，図版17-21)

1.土層

わずかに東西に傾斜しており，樹根ら Lきものがみられる。

I層は耕作土で，耕作による落ち込みがみられる。辱きは約20.-.....-40cmである。

H層は黒色土である。トレンチの東側は耕作等により背IJ平きれている。西側が厚 <30.-.....-40cmで

ある。

皿唇は黄褐色火山灰ど H層の黒色土の混じった唇である。厚きは約10cm前後であるo

N唇は黄褐色火山灰層である。やや粘質をおびている。 10~う20仰の厚きである。

V層は黄褐色火山灰層で r御池」がその噴出源どいわれているものである。堆積が厚いo

VIVI層は明黄褐色火山灰層で「赤ホヤ」ど呼ばれるものである。

2. 遺物

遺物は主に II.-.....-N層にかけて出土 L た。第34図 11~13は浅鉢である。 11 ， 12はロ縁部がわずか

に内零するもので，タト面に一条の沈線を巡らすもので，研磨土器である。胎土にいずれも精製さ

れた粘土を用いているが，わずかに石英，角閃石を含んでいる。焼成は良好で，色調は 11が褐色

12が黄褐色を呈 Lている。 13はロ縁部がタト反するものである。胎土に石英，長石，角閃石を令ん

て*いる。 14~イ26ti深鉢である。 14はタトにはわずかに条痕がみられるが，内面にナデによる整形が

なきれている。ロ唇都が尖りぎみに丸くなっているものである。 15はロ唇都がえくなり，内外面

どもにわずかに条痕のみられるものである。胎土に石英，細石棄を令んで、おり，焼成は良好である。

色調は褐色を呈 Lている。 16はロ唇都が平担になる比較的厚手の土器で，内外面どもにナデ仕上

げを行なっている。胎土に石英，加喋を含んでいるがややあらい。焼成は良好で，色調は黄褐色

を呈 Lている。 17は内外面どもに条痕後，ナデ仕上げを行なっている土器である。胎土に石英，長

石，角閃石を含んでおり，焼成は良好で，色調は褐色を呈 Lている。

23は内外面どもに条痕を施すものであるが 一部ナデによって消きれている部分もある。ロ唇都

はほぼ平担どなる。外面には煤の付着が認められる，胎土に石英，長石，、雲母を含んでいる。焼

成は良好で、，色調は褐色を呈 Lてーいる。 24はロ縁部が外反 Lて，肥厚 L，ヱの部分に指頭状のも

のによる押圧文を施すもので、ある。内面にわずかに条痕文がみられる。胎土に石英，長石，角閃

石を含んでいる。焼成は良好で，色調は黄褐色を呈 Lている。 26は外面にはややあらい条痕を施
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文するが，内面はナデによる整形がなきれている。ー箇所に焼成後，内外面あらの穿孔がみられ

る。外面に煤の付着がみられる。胎土に石英，長石，幕田喋を含んでいるがややあらい。焼成は良

好で，色調は褐色を呈している。外面に煤の付着がみられる。 25，27は外面に組織痕のみられる

土器である。 25は網目状圧痕， 27は席目状庄痕である。いず、れも胎土に石英，角閃石を含み，焼

成は良野である。色調は25が褐色， 27は黄褐色を呈 L ている。 28~30は底部の破片である。いず

れも胎土に石英，草田君察を含み，焼成は良好である。色調は黄褐色を呈 Lている。

第36図35はチャートを素材どする石鍛である。長き 17.7幅跳幅14.4帆 辱 き 4.3棚で，重きは

約 0.9gである。第37図40U:砂岩を素材どする石皿の破片である。 41(;l:頁岩を素材どする石錘で，

E棄の2箇所に研磨により挟りを入れているもので重きは約 122gである o

第4節 3トレンチ(第32，35， 37国，図版18，19， 21) 

1.土 層

わず、かlこ南北に傾斜Lている。

I 唇は耕作土で15~30cmの辱きである。

H唇は黒褐色土で、北から南へ向かつてゆるやかに傾斜しており南側が厚〈約10cmである。

皿層は黄褐色火山灰層で「御池」を噴出源どするもので約20~40仰の辱きである。

N唇は「赤ホヤ」ど呼ばれる明黄褐色火山灰層で、ある約20cm"前後の辱きで、ある。

V層は黒褐色土である。

2. 遺物

遺物はE層からE層にかけて出土 Lた。第35図31は研磨きれた浅鉢の破片である。内外面ども

にロ縁部に|粂の沈線を巡ら Lている。胎土には精製きれた粘土を用いているが，わずかに石英，

長石を令んでいる。焼成は良好で，色調は淡褐色を呈 L ている。 32~34は深鉢の破片である。

いずれも外面にわず、かな条痕がみられるが，内面はナデによる仕上げを行なっている。 32は外面

に煤の付着がみられる。

第37図42は頁岩を素材どする磨製石斧である。ほI!'全面をていねいな研磨によって仕上げてい

る。

第5節その他のトレンチ

第31図に示すように小迫遺跡には 5ケ所にトレンチを設定 Lたが， 4， 5トレンチには遺物は

搾認できなかった。

第 4 トレンチは 1~3 トレンチよリ約 2m 程低い場所にトレンチを設定 L た。 1~3 トレンチ

において遺物包令唇である黄褐色火山灰土層は耕作土下のH層に確認Lたが，遺物の出土は皆無

であった。

第 5 トレンチは 1~3 トレンチより約 6 間程高い場所に設定 L た。その結果包令唇である黄褐

色火山灰土層はわずかにみられたが，畑にする際の造成によりほどんどが削平きれており，約|

間程が理土であった。第4トレンチ同様遺物は皆無であった。
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第6節まとめ

小迫遺跡は東，南，北を山に囲まれた西向きの帯状の細長い台地に位置している。

今回の調査では地形等を考慮 Lて 1-5トレンチを設定Lτ調査を実施Lた。その結果 1-3

トレンチでは遺物包含唇を確認Lて土器，石器等を検出した。 4トレンチでは包含唇に相当する

どみられる層は確認Lたが，遺物は皆無であった。 5トレンチは背1)平等により旧地形が変化Lて

おり，遺物等はまったくみられなかった。

この結果，遺跡の広がりは 1-3トレンチを中心どする，ほ!l'南北に細長くなる地域になるも

のど考えられる。また西側の県道及び人家どは比高差が約3掴程あり，この部分は削平されて旧

地形は変化 Lているものど考えられる。

遺物はfifp池が噴出源ど考えられる黄褐色火山灰土層を中叫に Lて，その上位の黒褐色土層ど下

位の赤ホヤ唇に一部出土した。

時期は縄文晩期の黒川式に相当する浅鉢，深鉢がほどんどである。しかし第33図7に示すよう

な内面は条痕後ナデ仕上げを行い，外面は条痕を施文 L，ロ縁上部に先端の尖ったものの刺突に

より達点文を施すものがある。また底部も同図qのように黒川式のものど Lては若干異質なもの

ども考えられるものもあるが，今後の類例の増加にまちたい。

Ea 
aaz 





図版





図版 |

山久保A遺跡近景

|トレンチ土唇断面
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図版2
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図版4
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図版5
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蔵園遺跡近景

7トレ ンチよリ 山久保 B遺跡を望む
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図版8
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5トレンチ土管新函
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図版10
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図版13
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図版14

8トレ ンチ土層断面

8トレンチ土器 ・集石出土状況
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図版15
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図版16

小 迫遺跡遠景
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図版20
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あ ど IJ¥' さ主

点在する 5遺跡の調査は，ジプシーのようであった。しかも各遺跡のトレンチにおける遺物の

出土状態にはばらつきがあり，緊張を持続きせるのもなかなかであった。

このような発掘調査てがあったが， トレンチを設定する畑の地主きん方は，はよく承諾をくだき

り，スムーズにトレンチ設定，発掘， 1.里戻しど一連の作業を続けるこどができた。

発掘作業に従事きれた地元の方々も，作業にも次第に馴れ，考古学にも興味ど関心をいだかれる

まで、どなった。食べられぬど考えてし、たドングリはついにだんごどなって皆のロには入った。古

代の食物を作り出すこどで，今，古代を自分たちのところへひき寄せたこどにもなった楽 Lぃー

コマてやあった。

最後に，発掘作業に従事してくだきった皆きん，迷惑にもかかわらずはよく掘らしてくだきっ

た地主の方々，整理作業を担当していただいた県文化課収蔵庫の皆きんに，はから感謝を申しあ

げます。
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